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介護実習の視点 ４
Ⅰ はじめに
この度、「社会福祉士及び介護福祉士養成課程にお
ける教育内容等の見直し」が行われ、平成21年４月よ
り、新カリキュラムにもとづいた養成を実施すること
になった。（図１）
筆者らはこれまで、介護実習（以下、実習と略す）
時における実習指導者（以下、指導者と略す）と学生
の知識、技術についての意識調査を行ってきた。
〔 要 約 〕
先の「介護実習の視点１１）・２２）・３３）」では、介護実習の前・後に、介護の知識と介護技術について、
習得意欲や習得度について、実習指導者と学生に対しての意識調査を行った。
本稿は、その結果を基に、実習指導者と学生の実習での認識の相違点について再考察し、そこから導
かれた質の高い介護福祉士養成をめざし、教授及び実習指導の視点と、教員及び実習指導者の学生との
関わり方についての検討を行った。
検討方法として、筆者らのこれまでの教育経験および介護経験と、本学専攻科福祉専攻在籍時に記録
した「実習日誌」を検討材料として考察を試みた。
また、本稿は、本学専攻科福祉専攻修了後の、卒後教育の一環として位置づけたものでもある。
（2008年10月１日受理）
－卒後教育の一環として－
荒 木 隆 俊 専攻科福祉専攻
松 田 水 月 専攻科福祉専攻
佐 藤 元 姿 専攻科福祉専攻 修了生
阿 部 智恵美 専攻科福祉専攻 修了生
養成の到達目標（案）
１．他者に共感でき、相手の立場に立って考えられ
る姿勢を身につける
２．あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護の知
識・技術を習得する
３．介護実践の根拠を理解する
４．介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、活
用・発揮させることの意義について理解できる
５．利用者本位のサービスを提供するため、多職種
協働によるチームアプローチの必要性を理解で
きる
６．介護に関する社会保障の制度、施策についての
基本的理解ができる
７．他の職種の役割を理解しチームに参画する能力
を養う
８．利用者ができるだけなじみのある環境で日常的
な生活が送れるよう、利用者ひとりひとりの生
活している状態を的確に把握し、自立支援に資
するサービスを総合的、計画的に提供できる能
力を身につける
９．円滑なコミュニケーションの取り方の基本を身
につける
10．的確な記録・記述の方法を身につける
11．人権擁護の視点、職業倫理を身につける
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求められる介護福祉士像
１．尊厳を支えるケアの実践
２．現場で必要とされる実践
的能力
３．自立支援を重視し、これか
らの介護ニーズ、政策にも
対応できる
４．施設・地域（在宅）を通じ
た汎用性のある能力
５．心理的・社会的支援の重視
６．予防からリハビリテー
ション、看取りまで、利用
者の状態の変化に対応で
きる
７．多職種協働によるチーム
ケア
８．一人でも基本的な対応が
できる
９．「個別ケア」の実践
10．利用者・家族。チームに対
するコミュニケーション
能力や的確な記録・記述力
11．関連領域の基本的な理解
12．高い倫理性の保持
出典：厚生労働省「介護福祉士養成課程における教育内容の見直しについて」より
Ⅰ 教育カリキュラム“資格取得時の到達目標”抜粋
図１　資格取得時の到達目標
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　今回は、これらの調査において、明らかになった実
習への取り組み方、習得度、期待といった点について、
指導者と学生との認識についての再考察をし、そこで
明らかになった課題について検討を行った。
Ⅱ　目的及び研究方法
　これまで、｢実習の視点１・２・３｣では、実習前・
後に、指導者と学生に対して介護知識と介護技術に関
しての習得意欲や習得度についての意識調査を行って
きた。
　その中で、以下の視点が明らかになった。
　１） 介護対象者（以下、利用者と略す）の要介護度
が重度化する中で、指導者は、介護実習で学んで
もらいたい知識に、｢ＱＯＬの維持・向上｣に関す
る知識と｢ＡＤＬを低下させる疾病と障害｣につい
ての基本的理解を期待している指導者が多い。
　２） 指導者が期待する、実習で学んでもらいたい技
術には、「観察｣、｢接遇｣、「コミュニケーション技
術」が多い。
　３） 指導者が特に求めることとして、介護の専門職
としての基本的な知識･技術に加え、｢倫理｣、｢対
人援助における基本的態度｣の理解がある。
　４） 指導者は、「接遇」の重要度は高いと認識して
いるのに対し、学生は低い。
　５） 学生は、実習前と比べ実習後は、介護保険や要
介護認定など「制度」に関する知識と、ケアプラ
ン、アセスメントといった「介護過程の展開方法」
を重要視している。
　６） 学生は、利用者に直接触れ、関わる手技的な介
護技術を学びたいという意識が強い傾向にあり、
即、介護実践に結びつく知識・技術に習得願望が
強い傾向にある。
　　これらのことから、一年課程の介護福祉士養成か
らすれば実習の持つ意味は大きく、その点からも、
指導者が実習で求める視点と、学生が実習で求める
視点を一致させて行わなければ、期待する介護福祉
士養成にはいたらないと考えている。
　　そのため、本稿は、これまで論じた「介護実習の
視点」の再考察を行い、「求められる介護福祉士像」
養成に向けて、今後の学生への実習指導や一年過程
の介護福祉士養成の一助にすることを目的とするも
のである。
　　そこで、筆者らの介護福祉士養成経験と、修了生
が実習時の介護体験を通じて感じたこと、考えたこ
とを読みとるために、卒後教育の一環として、本学
専攻科福祉専攻修了生２名の学生が、これまで職業
として積み上げてきた介護経験と、その学生が在籍
時に体験し記述した「実習日誌」の記録を検討材料
として考察を進めた。
Ⅲ　考察
茨実習において、指導者が学生に習得を求める技術・
知識
　①「ＱＯＬの維持・向上」、「ＡＤＬを低下させる疾
病と障害」について
　　疾病と症状の基礎知識を習得することで、症状に
応じた介護提供ができる。
　　次の文は、実習日誌からの抜粋である。
項目：一人一人の利用者に合わせた対応
　介護員が、利用者を介助する時はそれぞれの個に合
わせた対応をしなければならない。当然のことである
が、その利用者を把握していなければ個に合わせた対
応などできないことを実際に感じることとなった。
　午後のお茶飲み会で、私がお茶だしをした。７分目
位の量のお茶を渡したのだが、Ｓさんからお茶をもっ
と入れて欲しいと言われお茶を足した。次に、お菓子
どれが良いですか、聞きながら渡し、せんべいなどの
菓子を取り、食べ始めた。三分の二以上食べたところ
で、職員よりＳさんは糖尿病を抱えており、食事制限
されている方とのこと。菓子も普通の人と比べ半分し
か摂取してはいけなかったのだ。～中略～
　一人一人の利用者を把握する事の大切さを改めて感
じた。～以下略～
　　下線部に着目すると、「糖尿病」という疾病に即し
た介護提供をしなければならないことが実習におい
て認識されたことが読み取れる。
　　また、次の文は、「認知症」に関する記述である。
項目：痴呆症の人と関わって（在籍していた当時は、
痴呆症と呼称していた）
　痴呆症の進んだ利用者の方に、動作の介助をするこ
とはとても難しいことである。主張ができない利用者
の方の気持ちをどう受け取ってあげられるかが重要で
ある。Ｍさんは、水分補給するのを拒否する場面が多
い。Ｍさんの食事介助の時、ご飯は口に運ぶと食べて
くれるものの、コップに入ったお茶や、お碗の味噌汁
などは飲んでくれない。～中略～
　利用者の気持ちを受けとめ、動作する時に適切な言
葉掛けや、その人の気持ちに合わせることでスムーズ
な動作介助ができるように思う。～以下略～
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　　下線部から読み取れることは、「主張ができない」
と認知症を捉え、「気持ちを受けとめ、動作する時に
適切な声掛けや、その人の気持ちに合わせること」
と、学生が援助方法についての検討がなされている。
　　認知症の理解・ケアについても、前述した「糖尿
病」という症状と同様に、実際に利用者と接し、そ
の症状を目にしないとわかりにくい部分がある。一
言に「認知症」といっても、さまざまな症状、レベ
ルの進行具合があり、実際に対象者に関わるまでは、
イメージできない面もあるだろう。
　　上記２つの実習日誌から、学生は疾病とその症状
は、多岐にわたるため、机上での知識習得よりも、
実習という介護が展開される現場でこそ習得、ある
いは課題を明確にできる要素を含んでいる傾向にあ
る。
　　次に、嚥下障害に関する記述を抜粋した。
項目：Ｏさんの食事介助
　Ｏさんの食事介助をさせていただいた。Ｏさんは、
頭部が左上に傾いた状態のまま全身が硬直している。
眼球は両目が多少白濁しているが、動きからモノを
追っている様子が見られる。しかし、声掛け等には反
応がない。
　最初、Ｏさんの姿勢をできる限り挙上し介助を行っ
ていたが飲み込みが困難である様子で食が進まない。
介護員の方に、「もう少し姿勢を緩やかな角度（約30
度）にして行ってみては」と指導を受け姿勢を直し介
助を行うと、スムーズとはいかないまでも飲み込みが
良くなり食が進み始めた。
　Ｏさんは、スプーンを近づけると口を開き食べる意
欲を見せるが、頭部の傾き（その他咀嚼力、飲み込む
力の低下等も考えられる）のため食物を飲み込むのに
相当な体力を要すると推測される。（時間が掛かり飲
み込んだ後、呼吸が荒くなる）姿勢を出来るだけ挙上
することは誤嚥防止になるが、Ｏさんの場合、緩やか
な角度に姿勢を保ち、介助することにより食物の飲み
込みが楽になる様子である。その利用者個人に合わせ
た食事環境の構成は重要であるだろう。～以下略～
　　このように、実習中、学生は利用者の食事介助を
実際に行う場面が数多く準備されている。実習中は、
食事介助が必要であっても、比較的、介護事故の防
止の観点から、「むせり」等の少ない利用者の介助を
経験することが多い。
　　これは、リスクマネジメントの要素も含まれてお
り、近年、メディア等で頻繁に介護事故、介護虐待
が取り上げられ、世間の「福祉」に対する動向が厳
しくなっているため、しっかりと認識しておかなけ
ればならない点であり、介護事故防止の観点からも、
もし事故が起こってしまった場合、責任追及だけで
終わらせてしまうのではなく、なぜその事故が起き
たのか、再発防止の為にはどのような対応をすべき
かなどを検討する必要がある。
　　また、利用者が食事する際、誤嚥などの介護事故
を未然に防ぐためには、覚醒してからの食事摂取、
食事の体勢の保持、飲み込みの確認など、講義の中
で学ぶ基礎知識を実習において理論と実際を一致さ
せることが重要となってくる。
　　また、「チューブ栄養の管理」に関することとして、
実習日誌にこのような記述があった。
項目：食事介助
　経管栄養は、経口摂取ができない場合に鼻、胃に
チューブ（カテーテル）を入れて栄養摂取を行う。栄
養液を流す場合、経口摂取ができる方の食事を行うの
と同じように座位、半座位の体位にし、個人によって
栄養液を流すスピード調節を行わなければならないと
のことである。
　実際に見るのは初めてであり、自分から動くこと、
食べることが出来ない経管栄養をしている方を見るの
は心に突き刺さるものがあった。
　　下線部に着目すると、重度化する利用者に対して
行うチューブ栄養による食事摂取を目のあたりにし
た学生は相当深い感情的な印象を受けることが読み
取れる。
　　さらに、｢感染症の理解、予防の実際｣についての
記述も見られる。
項目：特浴入浴介助
　特浴入浴介助をさせていただいた。特殊入浴をされ
る利用者は、身体の拘縮が進んだ方や経管栄養、自己
導尿のカテーテルを挿入している方が多く、充分に注
意した入浴介助をしなければならない。～中略～
　ＭＲＳＡ保菌者入浴の際は、他の利用者が入浴し終
わった後が望ましい。感染症のため特殊浴槽、風呂場
の床は入浴後しっかり洗い流し、拭いたタオル等は保
菌者でない方が利用したものとは分別することを学ぶ
ことができた。
　　ここでの感染症の知識・技術の習得は、特殊浴槽
での入浴から学んでいる。
　　感染症の理解、予防の実際を知ることが、起こり
える施設全体への感染災害等を視野に入れた考えか
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ら、各施設での感染予防の対策は多様である。
　　うがいや手洗いを日常的に行っていることは基本
であり、感染症によっては、その時々にしなければ
いけない特別な対応がでてくることもある。介護者
が感染症の媒介にもなり得るという認識をもって、
日常の感染予防に努めることが大切になってくる。
感染症についても実際の介護に関連付けながら習得
することが望ましいことが推測される。
　　上記、抜粋した５項目の実習日誌から、疾病や障
害についての技術・知識が対象者に直に触れること
で明確になっていることが伺える。さらに、感染へ
の対策が介護を通して理解がなされている。
　　このように、対象者それぞれの疾病や障害、それ
に伴う感染症などの間接的な配慮が、ＱＯＬの向
上・維持につながる側面を担ってくるであろう。
　②「観察｣ ｢接遇｣「コミュニケーション技術」につ
いて
　　介護は利用者をよく知ることから始まり、知るた
めの手段が「観察」である。
　　次の文は、実習日誌からの抜粋である。
項目：観察
　毎日利用者と関わる中で、介護者が利用者の様子や
状態、顔色、皮膚の状態等を観察することはとても大
切なことだと感じた。
　そのようにして毎日観察していくことで、その利用
者の良い状態（何も異常がない状態）というものを知
ることができるのだと思う。～中略～
　利用者にもし何かがあった場合になるべく早く気づ
き、すぐ対応できるようにするためにも、利用者の日
ごろの観察を行い、状態を把握することが必要だと
思った。
　　下線部から、実習において「観察」の重要性につ
いて感じ取った様子が伺える。その重要性とは、
「もし何かがあった場合になるべく早く気付き、す
ぐ対応できるようにするため」と学生も考えるよう
に、それぞれの利用者の毎日の状態、様子、表情な
どを「観察」することで、普段の様子と違うことに
気付くことができ、その気付きは、利用者の体調不
良の発見、早期の適切な対処につながるという一面
や、介護の展開方法を考える上で必要となる視点を
担っている。
　　しかし、指導者が意図する「観察」を学生が身に
付けるためには、相当数の時間と経験が必要になる
であろう。
　　次の文は、コミュニケーションに関する技術であ
る。
第一段階　項目：利用者との関わり
　余暇時間にある利用者の方と関わって過ごした。そ
の方は、声を出しては話さずに、時々私が話している
ことに対して笑ってくれた。
　私が最初に考えたことは、「相手が話をしない場合、
どのようにしてコミュニケーションをとるべきなのだ
ろう？」ということだった。～中略～
　関わりを持つ上で、会話以外にもコミュニケーショ
ンを取る方法はどんなものがあるか、何が重要になる
かを今後もっと観察していきたい。
第三段階　項目：相手の声
　利用者と介護者の関わりから、また自分自身が利用
者と関わっていて気付いたことは、会話や声がけの 
際、自分からの声がけなどの関わりも大切だが、利用
者の声や反応、表情、気持ちなどを受け止めること、
声に耳を傾けることも重要になるということである。
　　～中略～
　今まで私は「コミュニケーションをとる」というこ
とについて、「自分から話しかける」という部分にばか
り重点を置いていたような気がする。
　自分から話しかけたということで満足してしまい、
コミュニケーションを図っていると感じてしまってい
たのではないかと思った。
　　ここでは第一段階で、会話以外のコミュニケー
ション技術に模索を始めている様子が伺える。その
後の、第三段階において、ノンバーバルコミュニ
ケーション技法について考えている。これは、実習
の初期段階において学生が、コミュニケーション手
段として、「話をする」ということにこだわりすぎて
しまうことが示唆される。
　　コミュニケーション技術の習得は、筆者らの経験
からいえば、「傾聴」が最も有効な手段であると考え
ている。すなわち、７対３の割合で聞くことに重点
をおき、その人の思いの把握に努めることが、親密
な人間関係を育むコミュニケーション技術になると
考えている。
　③「倫理」「対人援助における基本的態度の理解」
について
　　介護現場において日々倫理的な問題に直面する中、
高い職務意識を保ち続けるには、筆者らの経験から
いえば、その利用者へ「共感する心」を持ち続ける
ことが重要であると考える。
　　次の文は、実習日誌からの抜粋である。
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項目：利用者の痛み
　衣服の着脱をしている時に、利用者の方にスムーズ
に服を着衣することができず考えたことは、「この利
用者に負担をかけている。苦痛を与えているかもしれ
ない」ということだ。これは、どの介助をする時にも
いえることで、利用者が横になる時、移乗する時、洗
身介助の時など、さまざまな場面でこの不安があった。
　　～中略～
　もし自分だったら嫌だ、痛いと感じる。利用者もそ
う感じると思うので、利用者がなるべくスムーズに安
全に介助を受けられるようにしていくことも大切だと
感じた。
　　下線部に着目すると、スムーズにできなかった着
脱介助により、「負担、苦痛をかけている」と反省
する学生の心情がみてとれ、さらに「もし自分だっ
たら」という他者の思いを自分に置き換えている記
述が読み取れる。
　　一般的にいわれる優しさや思いやりの形成は、
個々人の他者との人間関係から育まれるものであり、
介護現場では利用者への「共感する心」が倫理面で
の成長につながると思われる。指導者が、この視点
を特に重要視している理由は、「人間」を相手に介護
を提供する基本的態度を身に付けなければならない
とする考えからであろう。
　　また、介護は密接な人間関係と、他職種との連携
のもとサービスは提供できるものであるというチー
ムアプローチの視点を、学生がどれほど実習におい
て感じとれるかというところに課題が存在している
と考えられる。
芋実習において学生が習得に重点を置く技術・知識
　①「制度」「介護過程の展開方法」について
　　「介護保険」制度の中で介護の提供がなされると
いうことは、近年叫ばれコンプライアンスの視点か
ら考えれば、現場で就労し介護を提供する介護者に
とっては重要視しなければならない視点である。
　　指導者において、これらの基本的な知識は、養成
校において学習の確保がなされている知識であると
いう認識からのものと考えれば、科目間の調整も含
めて検討を要するものと考える。
　　また、近年のコンプライアンスの観点から重要視
されている「身体拘束をしないケア、代替ケア」に
ついても、施設における身体拘束はすでに制限が設
けられている。その中で利用者がケガなく安全に生
活する為には、やはり身体拘束をしない方法・代替
ケアが必要になる場合もあるだろう。
　　こうしたことから、学生から高い回答があったこ
とは、実際の現場でさまざまなケアの方法を目にし、
興味や関心が深まり、さらに学習する必要性を感じ
た結果といえ、実習に取り組む学生も、介護事故に
完全に無関係ではない。この点からも、来年度から
の新カリキュラムにおいて、この身体拘束に関する
内容について、講義に十分に盛り込んだ時間を確保
していきたいと考えている。
　　介護事故が起こる前に未然に介護事故を防ぐとい
うことはもちろん重要であるが、起こってしまった
場合も、その後に活かせるような対応の検討が必要
になるということを認識しておくことが大切であり、
緊急時の適切な対応にも、自分の経験、それをもと
にした判断力が必要になる。
　　次の文は、「ケアプラン」に関する記述である。
項目：訪問介護実習
　訪問介護実習をさせていただいた。初めての訪問介
護を実際に見学、体験し、その中で訪問介護の重要性
を知ることができた。
　在宅で生活している高齢者宅に訪問し、身体の清潔、
調理・食事介助、排泄介助、住居の掃除等を行う。
　ケアプラン、ケアスケジュールに基づき行われ、約
30分毎にそれぞれのサービスを実施し、活動記録を残
すとのことである。～以下略～
　　実習でのプログラムで体験した訪問介護がケアプ
ランに基づき行われる実際を認識したことが読み取
れる。
　　施設内とは異なり、個人宅へ訪問し提供されると
いう個別性に基づいた介護を展開する
　　訪問介護事業は、ケアプランの学習を有効にする
手立ての一つであることも示唆されるのではないか。
　　また、アセスメントについては、介護提供のため
のケアプラン立案に向けた「情報の整理能力」も、
アセスメント技術の一つであろうと筆者らは考えて
いる。この「情報の整理能力」は、その利用者を総
合的に判断し、現在どのような介護の提供が必要で
あるかを明確にする技術であるし、その技術は、相
当数の時間や経験によって培わなければならないと
思われる。それ故に、指導者は、「介護過程の展開方
法」における「アセスメント」技術以上に、前述し
た「観察」の技術を実習では重要視しなければなら
ない視点と考えられる。
　②「手技的な介護技術」について
　　「介護」の現場で食事介助や排泄介助、入浴介助
などの介護技術は欠かせないものであり、学生、指
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導者ともこの項目に関して重要視しているのは当然
の結果である。
　　実際に介助を必要とする人の身体に触れて、初め
てわかる介護の大変さや難しさがある。その感覚を
理解するということでも、実習で介護技術を学ぶ意
味は大きい。
　　また、利用者に安心して介護を受けてもらえる、
信頼してもらえる介護者を目指す時には、笑顔や利
用者への接し方、声がけ等も大切だが、それに加え、
やはり適切な介護技術も欠かせないものとなってく
る。
　　また、適切な介護技術に加え、笑顔や声がけ、ス
キンシップを行っていくことで、相手が安心して受
けることのできる介護につながっていく。これらの
ことについては、現場に出てすぐ、適切で素早い介
護技術を身につけられる訳でもないし、さまざまな
経験を重ねながら状況を見ていくことが必要になる。
　　さらに、「手技的な介護技術」の一つに「リハビ
リテーション」があるが、このことについて、実習
日誌には、次のように記されていた。
項目：リハビリテーション
　高齢による身体機能の低下により、身体を動かすの
が苦痛となる。しかし、苦痛だからといって動かさず
にいることは、ますます身体機能の低下、拘縮を悪化
させる原因となってしまう。
　拘縮により体幹が小さくなり、呼吸が深くできない
こともあるとのことである。オムツ交換などでも身体
の拘縮のため介護される側、する側とも苦痛となる。
　実際に、拘縮のある利用者のリハビリ活動を観察、
手伝いをさせていただいた。腕、足、股関節をゆっく
りと伸ばしていくもので、次第に可動域が大きくなる
のが利用者の状態から伝わってきた。
　しかし、可動域が大きくなる一方で、動かなく固
まった腕を、リハビリ（足を動かす度）を行う度に、
利用者は苦痛の表情を浮かべていた。～以下略～
　　下線部の、「次第に可動域が大きくなるのが利用
者の状態から伝わってきた。」から読み取れるように、
リハビリテーションの実際から意義を見出した結果
がみてとれる。その意義は、身体機能の低下を防
止・向上である。
　　しかも、筆者らは、介護場面においてすべての日
常生活援助は、リハビリテーションの生活であると
考えており、食事・排泄・入浴など日常生活動作の
一つ一つの中で残存機能を使ってもらうことも、リ
ハビリテーションにつながるということを教授して
いることからすれば、介護者もリハビリテーション
に全く関係しないとはいえない。
　以上、「実習において指導者が学生へ求める技術・
知識」と「実習において学生が習得に重点を置く技術・
知識」に分けて分析してみると、本学の実習の記録用
紙の「実習日誌」（様式１参照）に設けた「項目」の
重要性を再認識した。
　実習日誌の「項目」欄に記入すべきものは、記録欄
に記載した内容の“見出し”として書くよう指導して
いるが、この「項目」欄こそが、実習において習得し
たい「介護の視点」に結びつくものと考えられる。
　今回、筆者として研究を進めた二人の修了生にも実
習日誌の記述については同様に指導してきたが、学生
当時はその意図に気付けなかったが、今回、本稿の研
究を通してその意図に気付いてくれている。
　こうした点を考えれば、卒後教育の一環としての目
的の意味を含めて取り組んだが、日々の介護経験を自
らを顧みることができたのも「実習日誌」であった。
　とかくマンネリ化しやすい介護体験を、今回の研究
で、筆者の２名が“日々発見・日々成長”していくた
めにも、記録の重要性に気づいてくれた意味は大きい。
　この記録技術もまた、介護福祉士には重要な資質の
一つであり、介護現場でも、こうした日々の活動を記
録として整理し共有することが、施設あるいは介護現
場のレベルアップにつながっていくものと思われる。
言い換えれば、そうした積み重ねが求められる介護福
祉士像につながる第一歩といってもよいだろう。
　こうした基礎知識と基礎技術を身につけ介護現場で
経験を積み、さらに研鑽してこそ到達可能となるはず
であるし、人との関わり、人間が人間に意図的な援助
活動が介護であることからすれば、やはり、人間的な
成長を図らなければならない。こうした人間作りとい
う点も、養成校で重要視していかなければならない点
であり、実習という分野においても、現任準備期間、
現任準備教育と筆者らが位置づけていることからすれ
ば、指導者には、こういった点も含めて指導にあたっ
てほしいと願っている。
　本稿で得た視点を、学内での学生との関わりの中で、
折に触れて気づかせていきたいと考えている。
Ⅳ　終わりに
　法改正により、介護福祉士養成課程においても、来
年度より講義内容も含め実習形態も大きく変わる。一
年課程の介護福祉士養成においての介護実習の指定時
間数は、これまでの時間数360時間に対し、210時間に
短縮された。この短縮された時間数の中で、今回得た
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介護に関する知識、技術をより体験を通して理解を深
めさせていくためには、実習と結びつけた講義内容の
充実も、これまで以上に大きなウエイトを置いていか
なければならないだろう。　
　本研究を進めながら、これまで培ってきた、本学専
攻科福祉専攻の歴史と教授経験を礎に、本学を修了し
て介護現場に就職し活躍している学生諸君らの声にも、
これまで以上に聞き入れながら、よりよい介護福祉士
養成に邁進していきたいと心を新たにしているところ
である。
　本研究を通して、今後は、求められる介護福祉士像
を十分に認識し、実際の知識や技術、対応の仕方等、
現場で実際に行っている介護、必要になる視点等を、
学生自らの体験を通じて伝授する方法論の確立を図り、
実際に利用者や職員と接し、感じ考えながら、さまざ
まなことに「気づく」能力、「気づける」能力を高め
ていくことにも重点を置き、日々の介護経験を積むこ
とによって、日々の介護業務の中で介護サービスの視
点に気づく、あるいは気づくことのできる準備を、介
護福祉士養成期間を構築していかなければならないと
認識した。
　最後に、『今回の考察の結果が、本学専攻科福祉専攻
に在籍している学生と、今後の介護福祉士養成に役立
ててもらえれば幸いである。』と、筆者の修了生は結ん
であった。
　忙しい仕事の合間に、自らの学生時代の実習を振り
返り、介護職として数年経験を積んで得た知識・技術
と照らし合わせて、自らの課題を見出した点も多いこ
とだろう。
　本研究を通して、今回筆者となった修了生２名に感
謝するとともに、本学専攻科福祉専攻の修了生の、今
後のますますの期待も込めて結びとしたい。
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SUMMARY
Takatoshi ARAKI,
Mizuki MATSUDA,
Motoshi SATO,
Chiemi ABE:
　In former researches, to compile「Perspectives on Practical Care Training 1, 2 and 3」,  attitude surveys have 
conducted on both students and senior workers to clarify their ideas about fundamental skils and knowledge in 
nursing care, student's motivation, and their acquirements before and after practical training.
　Based on the results of those surveys, diferences in ideas between students and senior workers have reexamined, 
and a perspective of professors and senior workers on practical care training have considered.  Then, desirable 
relationship between students　and instructors, and also senior workers have discussed aims to train qualified care 
worker.
　Authors' experiences in education and care work, and our daily record of practical training when we were enroled 
at this institution gave us food for thought in the consideration.
　In addition, this research has conducted as a part of the postgraduate education after completion of advanced care 
and welfare course in this institution. 
 (T.ARAKI and M.MATSUDA ; Uyo Gakuen Colege, Advauced Course       　　　　 
M.SATO and C.ABE ; Completion Student of Advanced Courses, Uyo Gakuen Colege) 
Perspectives on Practical Care Training 4
－ As Part of the Postgraduate Education －
